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研究成果の概要（和文）：ユーザの意図に適合した検索を行うWeb検索支援システムの構築を
目指して，ソーシャルブックマークや ODP(Open Directory Project)，Twitter，ブログ，Web
閲覧履歴を用いたユーザの特徴抽出，及び，Wikipediaを知識源とした関連語抽出を行った．
抽出した特徴に基づいたユーザ類似性に着目した情報推薦システムを試作した．また，時間的

な距離に着目した関連単語の抽出を行い，タイムリーな検索支援に有効であることを確かめた． 
 
研究成果の概要（英文）：We conducted the research on extracting user’s profiles using social 
bookmarks, ODP(Open Directory Project), Twitter, blogs and browsing history, and related 
word extraction from Wikipedia in order to develop Web retrieval support systems 
considering his/her intent. We developed several Web recommender systems using several 
similarities between users based on the extracted profiles. We also examined a temporal 
distance between words, extracted related words based on the distance, and showed the 
effectiveness of the words for a timely retrieval. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) Web空間においては日々ページ数が増加
しており，情報過多あるいは情報氾濫とも言
われるほど多くのページが存在するように
なった．この中から欲しい情報を探し出す際
に多くの人々が利用するシステムが Web 検
索エンジンである．しかし，検索エンジンを
利用してもユーザが自分自身の検索要求に

合致するページを得られないことも度々あ
る．多くの場合，ユーザは所望の検索結果が
得られるようにクエリに単語を追加（クエリ
拡張），あるいはクエリの変更を試みるが，
うまくいかないことも多い． 
(2) 研究代表者・分担者は関連単語抽出アル
ゴリズムを考案し，検索の結果，得られた
Web ページからクエリに関連する語を抽出
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し，これを拡張語とする手法を提案し，ユー
ザの興味のない多くの Web ページを排除す
ることに成功していた．しかし，場合によっ
ては偏った関連語しか抽出できず，検索精度
がかえって低下するという問題があり，その
原因を分析し，偏りを正す方法の確立が求め
られていた． 
 
２．研究の目的 
	 本研究の目的は，Web検索エンジンに与え
るクエリに含まれる語として，ユーザの意図
する適切な語を生成し追加することで Web
検索結果の精度を高める Web 検索支援シス
テムを開発することである． 
	 本研究では，代表者及び分担者が提案した
関連単語抽出アルゴリズムを核として研究
を進める．次のような問題点に対処するため
に，研究課題を設定する． 
(1) ユーザの負荷軽減：検索精度をあげるに
は，ユーザからの明示的フィードバック
が必要でユーザの負荷は大きい．ユーザ
の意思や意図，あるいは嗜好を表現する
ユーザプロファイルを予め作成しておき，
これを擬似フィードバックに用いること
により，ユーザの負荷なしで検索精度の
向上を目指す（研究課題１）．ユーザの
様々な興味を一つのプロファイルで表現
するよりは，複数のプロファイルで表現
し，ユーザの状況に応じてプロファイル
を自動的に使い分ける仕組みを考案する
（研究課題２）． 

(2) より適切な関連語抽出の実現：オリジナ
ルの関連単語抽出アルゴリズムでは，単
語間の文の個数を距離として用いるが，
この他にも単語の個数や段落の個数など，
様々な距離の与え方が考えられる．距離
の与え方が，精度に与える影響を明らか
にし，より適切な関連単語の抽出を目指
す（研究課題３）．また，抽出語の自動分
類を行い，検索精度の向上を図る（研究
課題４）．さらに，アルゴリズムを適用す
る文書の拡大を図る（研究課題５）． 

 
 
３．研究の方法 
(1)	 研究課題ごとに研究テーマを設定し，各
研究テーマに主担当者を割当てた．	 
(2)	 力（分担者・徳山高専）は，月１回程度，
九州大学を訪問し，成果発表・研究交流・情
報交換を行った．また，最終年度は，内地研
究員として，九州大学に常駐したので，密に
情報交換ができた．	 
	 
４．研究成果	 
(1)	 研究発表：15 編の雑誌論文（査読有の国
際会議論文を含む），19 件の学会発表を行っ
た．	 

(2)	 推薦理由を提示する情報推薦システム
の試作を帰納論理プログラミングによって
行い，明確かつ定性的な推薦理由を提示でき
ることを確かめた．	 
(3)	 Wikipedia の「リンク構造」「カテゴリ」
「編集者情報」などを素性とし，ランキング
学習により関連語を抽出する手法を実現し，
人間の感覚により近い関連語の抽出が可能
であることを確かめた．	 
(4)	 ソーシャルブックマークに付与されて
いるタグに着目して，ユーザ間の関連度を抽
出し，これを Web ページ推薦に用いる手法を
提案した．	 
(5)	 Twitter のリスト構造からユーザの特徴
を抽出し，それを基にフォローするユーザを
推薦するシステムを作成した．	 
(6)	 リアルタイム性のある Twitter のツイー
トを利用し，関連単語抽出アルゴリズムにお
ける単語間距離をツイート間の時間的距離
に置き換えることにより，リアル性の高い関
連語の抽出を行った．	 
(7)	 マルチエージェントモデルに基づき，ユ
ーザの意図を汲み取る検索モデルの提案を
行い，その効果を検証した．	 
(8)	 Web ページの検索を協力者の検索に置き
換え，スマートグリッドの核となる電力制御
手法であるデマンドレスポンスを実現する
手法の提案を行った．	 
(9)	 学生奨励賞（情報処理学会第 150 回デー
タベースシステム研究会）対象論文「Twitter
上の流行語先取り発言者検出システムの開
発」	 
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